
 
 

誓 約 書 

 
東北電力株式会社 
執行役員 ビジネスサポート本部 資材部長  岩渕 伸一 殿 

 
 貴社開催の「東北東京間連系線・東京中部間連系設備に係る送電設備調達」（以下、

「本件」という）の仕様概要および入札・見積説明会（以下、「説明会」という）で提

供される情報、又は本件に関して今後提供される情報（以下、併せて「本件情報」とい

う）、および入札・見積実施（以下、「入札」という）に関し、以下の事項を遵守いたし

ます。 
 
 
１． 本件情報を厳重に秘密として保持し、貴社の事前の書面による同意なく、第三者に

開示又は漏洩しないこと。 
２．本件に係る検討、質問等を行う以外の目的で、本件情報を使用しないこと。 
３．貴社から求められた場合は、本件情報（複写、引用、加工等した情報を含む。）を

速やかに返却又は廃棄すること。 
４．入札に際し、「私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律」第３条の規定に

違反する行為を行わないこと。 
５．上記１～３の各号に違反した場合、または違反行為の事実が明らかと認められた場

合は 
①貴社及びその関係者が被る損害、損失、費用等をすべて負担すること。 
②その後の本件に係る入札等の各プロセスに参加する資格を失うこと。 

６．上記４に違反した場合、または違反行為の事実が明らかと認められた場合は、本件

に係る契約手続きの進捗にしたがい、その時点で契約を無効とすること、または、 
損害賠償請求等のいかなる措置を行っても異議を唱えないこと。 

 
 
2019 年  月  日 
 
                  （誓約者） 
                   住 所： 
                   社 名：              印 
                   役職名： 
                   氏 名： 



 
 

誓 約 書 

 
東京電力パワーグリッド株式会社 

資材調達センター所長 望月 一彦 殿 
 
 貴社開催の「東北東京間連系線・東京中部間連系設備に係る送電設備調達」（以下、

「本件」という）の仕様概要および入札・見積説明会（以下、「説明会」という）で提

供される情報、又は本件に関して今後提供される情報（以下、併せて「本件情報」とい

う）、および入札・見積実施（以下、「入札」という）に関し、以下の事項を遵守いたし

ます。 
 
 
１． 本件情報を厳重に秘密として保持し、貴社の事前の書面による同意なく、第三者に

開示又は漏洩しないこと。 
２．本件に係る検討、質問等を行う以外の目的で、本件情報を使用しないこと。 
３．貴社から求められた場合は、本件情報（複写、引用、加工等した情報を含む。）を

速やかに返却又は廃棄すること。 
４．入札に際し、「私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律」第３条の規定に

違反する行為を行わないこと。 
５．上記１～３の各号に違反した場合、または違反行為の事実が明らかと認められた場

合は 
①貴社及びその関係者が被る損害、損失、費用等をすべて負担すること。 
②その後の本件に係る入札等の各プロセスに参加する資格を失うこと。 

６．上記４に違反した場合、または違反行為の事実が明らかと認められた場合は、本件

に係る契約手続きの進捗にしたがい、その時点で契約を無効とすること、または、 
損害賠償請求等のいかなる措置を行っても異議を唱えないこと。 

 
 
2019 年  月  日 
 
                  （誓約者） 
                   住 所： 
                   社 名：              印 
                   役職名： 
                   氏 名： 



 
 

誓 約 書 

 
電源開発株式会社 
資材調達部長 中村 均 殿 

 
 貴社開催の「東北東京間連系線・東京中部間連系設備に係る送電設備調達」（以下、

「本件」という）の仕様概要および入札・見積説明会（以下、「説明会」という）で提

供される情報、又は本件に関して今後提供される情報（以下、併せて「本件情報」とい

う）、および入札・見積実施（以下、「入札」という）に関し、以下の事項を遵守いたし

ます。 
 
 
１． 本件情報を厳重に秘密として保持し、貴社の事前の書面による同意なく、第三者に

開示又は漏洩しないこと。 
２．本件に係る検討、質問等を行う以外の目的で、本件情報を使用しないこと。 
３．貴社から求められた場合は、本件情報（複写、引用、加工等した情報を含む。）を

速やかに返却又は廃棄すること。 
４．入札に際し、「私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律」第３条の規定に

違反する行為を行わないこと。 
５．上記１～３の各号に違反した場合、または違反行為の事実が明らかと認められた場

合は 
①貴社及びその関係者が被る損害、損失、費用等をすべて負担すること。 
②その後の本件に係る入札等の各プロセスに参加する資格を失うこと。 

６．上記４に違反した場合、または違反行為の事実が明らかと認められた場合は、本件

に係る契約手続きの進捗にしたがい、その時点で契約を無効とすること、または、 
損害賠償請求等のいかなる措置を行っても異議を唱えないこと。 

 
 
2019 年  月  日 
 
                  （誓約者） 
                   住 所： 
                   社 名：              印 
                   役職名： 
                   氏 名： 


